
◆企 画 名  2017 年度 秋学期キャンパスツアー 
日  程  2017 年 9 月 7 日（水） 
場  所  関西大学千里山キャンパス 
参加者数  135 名（ピア・サポータ 4 名、研修生 5 名、交換留学生 126 名） 
目  的 

秋学期から関西大学で学ぶ交換留学生を対象にキャンパスツアーを行うことで、少しで

も早く大学に慣れ、学生生活を円満に送れるようにする。同時に KU ブリッジの活動も紹

介し、今後のイベントへの参加を呼びかける。  
内  容 

10:00 KU ブリッジメンバーは国際部に集合し、最終ミーティングを行う。  
10:45 留学生待機場所の第 4 学舎の教室で挨拶。  
    その際にグループ分けを行う。  
11:00 キャンパスツアー開始。  
11:30 悪天候のため、早めにキャンパスツアーを終了。  
    回り切れなかった場所は口頭で説明し、参加者は全員凜風館 2 階の食堂へ集合。 
12:00 希望者は食堂に残ってもらい、ランチ開始。  
    その際各テーブルを回り、写真撮影を行う。  
13:00 留学生を次のオリエンテーションが行われる教室まで送り届ける。 
13:05 KU ブリッジメンバーはフィードバックを行い、解散。  
効  果 

・留学生がキャンパス内のおおまかな施設を知ることができた。

・留学生と KU ブリッジメンバーが共に昼食を食べることで交流ができた。 
改 善 点 

・参加者全員で写真を撮ることができなかった。

→雨の場合の写真スポットを検討する。 
・同じ出身国同士での交流が多かった。 
→できるだけ出身国の違う留学生同士を同じグループにすべきである。 

・天候に恵まれずツアールート全部を回りきれなかった。雨対策が不十分であった。 
→傘等があれば良かった。雨天時の対策を考える。 

・台本やルートの決定が遅く、事前に台本の読み合わせができていなかった。  
→遅くとも前日までには当日スタッフが確認できるように台本を準備する。 

・図書館の開館時間を聞かれたが、分からなかったので答えられなかった。 
→事前に図書館に確認し、台本に記載しておく。 

・授業のある学舎等の情報が欲しいとの意見があった。 
→教室の表記方法の説明等を台本に組み込む。 
感  想 

関西大学の紹介はもちろん、KU ブリッジの広報という面や新規の交換留学生同士の交

流促進という面でも効果的な企画である。今後も継続すべき企画だと感じた。 

 


